
定例記者発表次第 

日時／平成２９年１０月２０日（金） 

午前１０時３０分～  

会場／矢板市役所 第一委員会室  

１ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 記者発表案件 

（１）消防団応援の店の募集について（くらし安全環境課危機対策班）

（２）矢板市未来づくりプロジェクト「やいた de ハッピーチェーン」の開催について

（子ども課） 

（３）得する街のゼミナール in 矢板「まちゼミ」の開催について（商工観光課）

４ 資料提供 

(１)
(２)矢板市城の湯温泉センターの利用状況等について（社会福祉課）

(３)第 3 回矢板市民公開講座の開催について（高齢対策課）

(４)災害時等における福祉避難所の設置運営に関する協定書の締結について

（くらし安全環境課危機対策班） 

（５）緊急地震速報訓練の実施について（くらし安全環境課危機対策班）

（６）第 1回矢板市消防まつりの開催について（くらし安全環境課危機対策班）

（７）たかはら山麓水街道 日帰りバスツアーの開催について（農林課）

（８）道の駅やいた 11 月のイベントについて（農林課）

（９）ふるさと便（12 月お歳暮便）について（農林課）

（10）「やいたブランドフェア」開催について（商工観光課） 

（11）「かたおか軽トラ市」の開催について（商工観光課） 

（12）「駅からハイキング」の実施について（商工観光課） 

（13）お試しロードバイク「YA-cle～ヤックル」の実施について（商工観光課）

（14）自転車レース「Yaita カップ～塩田ミニタイムトライアル」の開催について

（商工観光課） 

（15）11 月 3 日開催の各種イベントについて（生涯学習課他）

（16）山田ミヤコタナゴ生息池の生息状況調査の実施について（生涯学習課）

（17）矢板市立郷土資料館市民作品展「第 23 回写真集団四方山写真展」の開催について

（生涯学習課） 

（18）泉地区チャレンジ教室「英語で楽しく遊ぼう」の開催について（泉公民館）

（19）泉公民館芸能発表会について（泉公民館）

５ 質疑応答 

６ その他 

７ 閉会 

次回記者発表予定 １１月１７日（金）午後１時３０分～ 第一委員会室 



記者発表資料 

 

  平成２９年１０月２０日（金）発表 

件  名 消防団応援の店の募集について 

（説明文） 

１ 目的（趣旨） 

 矢板市におきましても消防団員は減少の傾向であり、団員の確保が問題となっ

ております。消防団員が減少すると地域防災力が低下する恐れがあるため、地域の

住民が「自分たちのまちは自分たちで守る」ということに関心を持ち、市全体で消

防団を応援（サポート）していくことが重要となります。 

この度、矢板市商工会の協力を得まして、「消防団応援の店」を募集することに

なりました。 

ご協力をいただける事業所等には、矢板市のホームページや小冊子等により紹介

させていただき、集客効果や地域貢献に寄与できるメリットがあり、消防団との双

方の相乗効果が期待されるところです。 

 なお、消防団員のサポート事業につきましては、平成３０年度４月から開始する

予定です。 

 

募 集 期 間  平成２９年１２月１５日（金）まで 

申込・問合せ 市民生活部 くらし安全環境課 危機対策班 

 

 

 

 

 

 

２ その他 

※提供資料の有無：有 

担当部・課・グループ 市民生活部危機対策班 

担  当  者  名 齋藤 昭宏 

電  話  番  号 ４３－１１１４ 内線電話番号 直通３２６ 

 







 

記者発表資料 

                   

  平成２９年年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 
矢板市未来づくりプロジェクト「やいた deハッピーチェーン」の開

催について 

「やいた deハッピーチェーン」とは、地元矢板がスキ！将来矢板で暮らしてみた

い！そんな矢板に関心のある若い世代のみなさんに、矢板の魅力を体験してもら

い、そこで得た情報や体感したことを自分たちが発信し、同世代の若者の交流の輪

をつなげていく人材（ハッピーチェーン）を育成するプロジェクトです。内閣府の

地域少子化対策重点推進交付金の交付を受けて実施します。 

１ 目的（趣旨） 矢板市に関心のある若者に、交流の場を提供しつつ、矢板市へ

の郷土愛を高めたり、矢板市での将来の自分について考えるセミナー

を全３回開催し、参加者の中からハッピーチェーンとして活動する方

を集い、全セミナー終了後に、セミナーで得た情報や体験を生かして、

若者交流の輪をつなげるため、自主的な交流会を年度内に２回開催す

る予定です。 

２ 開催概要 

・第１回セミナー「やいた deふるさと巡りバスツアー」 

（１）日時 平成２９年１１月１８日（土）午前９時１５分から  

 （２）場所 市内各所 

 （３）内容 歴史ある酒造を見学したり、名物「りんごソフトクリーム」を試食

したり、地元食材を使ったランチビュッフェを食べて、りんご狩りを

体験する郷土愛を高めるバスツアーです。 

 （４）参加費 １，０００円 

・第２回セミナー「やいた de大人度 UPセミナー」 

 （１）日時 平成２９年１１月２６日（日）午後１時３０分から 

 （２）場所 矢板イースタンホテル 

 （３）内容 異性から好感がもてるコミュニケーションマナーや、将来の自分       

のライフデザインについて学びます。 

 （４）参加費 無料 



・第３回セミナー「やいた deクッキング」 

（１）日時 平成２９年１２月１０日（日）午前１０時１５分から 

 （２）場所 IFC調理師専門学校（宇都宮市）※市役所から送迎バスあり 

 （３）内容 地元矢板の食材（美しゃも、りんご）を使った料理講習会と試食会

です。手料理を囲んだプチクリスマスパーティーを開催、レクリエー

ションを行います。 

 （４）参加費 １，０００円  

３ 対 象 １８歳から概ね４０歳までの将来結婚を考える方（高校生を除く）で、

矢板市在住、矢板市に興味がある方  

４ 募集人数 ５０名（男女各２５名）グループ参加可、申込多数の場合は抽選 

５ 申込方法 矢板市公式ホーページの専用申込フォームまたはメールにて申し

込む。 

６ 主催 矢板市（業務委託先は下野新聞社） 

 

 

※提供資料の有無：有（別紙のとおり）・無 

担当課・グループ 矢板市健康福祉部子ども課子育て支援担当 

担  当  者  名 小川 裕子 

電  話  番  号 0287-44-3600 内線電話番号 364 

 





記者発表資料  

  平成２９年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 得する街のゼミナール in矢板 「まちゼミ」開催について 

 内 容 

  市内各店舗の方が講師となって、専門店ならではの知識や情報、コツを 

  無料で楽しく教えてもらえます。（矢板初開催） 

日にち 

平成 29年 11月 6日（月）～12月 10日（日）  

時間／場所 

参加店舗によって異なります。 

定 員 

先着順 ※各店定員になり次第、受付終了となります。 

受講料 

無 料／（講座により材料費がかかります） 

 その他 

・講座での販売や勧誘行為はございません。 

・10月 27日（金）に新聞折り込みによる告知予定です。 

・今年、全国各地で開催されている「まちゼミ」のなかで、大阪府和泉市   

 などに次ぐ 3番目の講座数「４７」で開催されます。 

 

 問い合わせ 矢板市商工会  電話 0287-43-0272 

 

以 上 

担当課・グループ 商工観光課 

担  当  者  名 山中 光男 

電  話  番  号 43-6211 内線電話番号 422 

 







 

記者発表資料 

                   

平成２９年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 矢板市城の湯温泉センターの利用状況等について 

（説明文） 

 平成２８年３月末に城の湯温泉センター改修工事が終了し、平成２９年４月から

９月までの利用者数推移（上半期分）がまとまりましたので報告します。 

 

１ 目的（趣旨） 

 平成２８年度に実施した城の湯温泉センター改修工事により、温泉センター利用

者数がどのような推移となっているか、利用実績から改修工事の効果を見る。利用

者数の変動（増減）全てが、必ずしも改修工事に起因するものではないが、ひとつ

の効果として今後の指標とする。 

 

２ 比較期間 

 平成２７年度（４月－３月）利用者推移【改修工事前】 

 平成２８年度（４月－３月）利用者推移【改修工事中】※実工期は９月～３月 

 平成２９年度（４月－９月）利用者推移【改修工事後】 

 

３ 対象施設 

 矢板市城の湯やすらぎの里 城の湯温泉センター 

 

４ 内容 

 城の湯温泉センター利用者数等の推移（平成２７年度～平成２９年度９月）。 

城の湯やすらぎの里電気料等の推移（平成２７年度～平成２９年度９月）。 

 平成２７年度-平成２９年度９月までの比較による平成２９年度１０月からの 

利用者数等及び電気料等予測値。 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担当課・グループ 健康福祉部 社会福祉課 社会福祉担当 

担  当  者  名 佐藤 晶昭 

電  話  番  号 ４３－１１１６ 内線電話番号 ３３６ 



城の湯温泉センター利用者及び利用料比較表（Ｈ２７－Ｈ２９） ※平成29年度10月～3月分については、予測値

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

利用者（人） 11,784 14,559 11,105 11,553 14,358 12,166 12,761 12,956 12,826 14,277 12,696 13,308 154,349

利用料（円） 4,965,796 6,194,597 4,957,305 4,984,270 6,063,342 5,380,690 5,768,967 5,690,303 5,790,764 6,436,923 5,691,985 5,880,157 67,805,099

利用者（人） 12,087 13,939 11,025 11,705 13,635 10,857 9,384 7,426 9,825 11,150 10,386 11,335 132,754 利用者数

利用料（円） 5,469,703 6,256,805 4,935,241 5,344,824 6,182,407 5,014,320 4,604,106 3,681,866 4,436,633 5,139,157 4,663,788 5,187,239 60,916,089 利用料

利用者（人） 12,539 14,301 12,110 12,511 15,642 12,255 13,409 13,614 13,477 15,002 13,340 13,983 162,182

利用料（円） 5,664,187 6,404,435 5,359,877 5,641,353 6,768,246 5,492,982 6,262,639 6,177,243 6,286,301 6,987,754 6,179,069 6,383,343 73,607,429

利用者（人） 303 -620 -80 152 -723 -1,309 -3,377 -5,530 -3,001 -3,127 -2,310 -1,973 -21,595

利用料（円） 503,907 62,208 -22,064 360,554 119,065 -366,370 -1,164,861 -2,008,437 -1,354,131 -1,297,766 -1,028,197 -692,918 -6,889,010

利用者（人） 755 -258 1,005 958 1,284 89 648 658 651 725 644 675 7,833

利用料（円） 698,391 209,838 402,572 657,083 704,904 112,292 493,672 486,940 495,537 550,831 487,084 503,186 5,802,330

利用者（人） 452 362 1,085 806 2,007 1,398 4,025 6,188 3,652 3,852 2,954 2,648 29,428

利用料（円） 194,484 147,630 424,636 296,529 585,839 478,662 1,658,533 2,495,377 1,849,668 1,848,597 1,515,281 1,196,104 12,691,340

※工事とは平成28年度実施の改修工事

増減(H28-H27)

平成29年度

工事前‐工事中比較

工事前‐工事後比較

工事中‐工事後比較

増減(H29-H27)

増減(H29-H28)

※上記比率を平成27年度10月～3月
分に乗じた値を平成29年度予測値とし

て代入
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城の湯やすらぎの里電気使用量・料金比較表（Ｈ２７－Ｈ２９） ※平成29年度10月～3月分については、予測値

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計
電気使用量（Kw） 87,496 78,941 81,984 81,612 102,047 89,879 79,870 77,755 86,490 95,005 101,586 89,098 1,051,763

電気料金（円） 2,076,555 1,912,096 1,893,506 1,837,351 2,204,564 1,921,840 1,706,728 1,623,142 1,769,779 1,888,789 1,974,206 1,747,860 22,556,416

電気使用量（Kw） 86,188 77,366 81,248 84,400 96,171 94,806 79,666 67,466 68,764 89,786 76,560 67,790 970,211 電気使用量

電気料金（円） 1,660,917 1,535,872 1,548,572 1,606,891 1,805,175 1,761,791 1,500,672 1,277,173 1,306,935 1,607,130 1,441,356 1,337,043 18,389,527 電気料

電気使用量（Kw） 78,429 72,925 75,045 79,305 88,797 83,612 73,161 71,223 79,225 87,024 93,052 81,614 963,412

電気料金（円） 1,543,876 1,493,396 1,540,367 1,642,608 1,870,288 1,785,317 1,422,887 1,353,202 1,475,452 1,574,670 1,645,881 1,457,178 18,805,122

電気使用量（Kw） -1,308 -1,575 -736 2,788 -5,876 4,927 -204 -10,289 -17,726 -5,219 -25,026 -21,308 -81,552

電気料金（円） -415,638 -376,224 -344,934 -230,460 -399,389 -160,049 -206,056 -345,969 -462,844 -281,659 -532,850 -410,817 -4,166,889

電気使用量（Kw） -9,067 -6,016 -6,939 -2,307 -13,250 -6,267 -6,709 -6,532 -7,265 -7,981 -8,534 -7,484 -88,351

電気料金（円） -532,679 -418,700 -353,139 -194,743 -334,276 -136,523 -283,841 -269,940 -294,327 -314,119 -328,325 -290,682 -3,751,294

電気使用量（Kw） -7,759 -4,441 -6,203 -5,095 -7,374 -11,194 -6,505 3,757 10,461 -2,762 16,492 13,824 -6,799

電気料金（円） -117,041 -42,476 -8,205 35,717 65,113 23,526 -77,785 76,029 168,517 -32,460 204,525 120,135 415,595

※工事とは平成28年度実施の改修工事

増減(H29-H27) 工事前‐工事後比較

増減(H29-H28) 工事中‐工事後比較

平成27年度

平成28年度

平成29年度

増減(H28-H27) 工事前‐工事中比較

平成29年度実績（4月～9月平均）
／

平成27年度実績（4～9月平均）

0.915997233

0.833692839

※上記比率を平成27年度10月～3月
分に乗じた値を平成29年度予測値とし

て代入
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平成２９年１０月２０日（金）提供 

件  名 第３回矢板市民公開講座の開催について 

（趣旨説明） 

 在宅医療や介護保険制度について、わかりやすくお伝えする市民公開講座を開催

します。 

 

１ 日時  平成２９年１１月５日（日） 午前１０時～１２時 

 

２ 場所  矢板市文化会館小ホール（定員３００人） 

 

３ 内容  第１部 介護保険制度について 

       ⑴ 矢板市内の介護サービスの特徴について 

       ⑵ 介護保険申請からサービス利用までの流れについて 

      第２部 基調講演 

       「在宅医療という選択」 

       講師：医療法人社団東寿会 佐藤医院 佐藤 充院長 

        

４ 参加方法等 事前申込み不要。先着順。入場無料。 

 

５ その他 

 主催：塩谷郡市医師会、矢板市介護サービス事業者連絡協議会 

 後援：矢板市歯科医師会、矢板市、塩谷町 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり） 

担当課・グループ 高齢対策課 

担  当  者  名 日賀野 真 

電  話  番  号 0287-43-3896 内線電話番号 338 
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  平成２９年１０月２０日（金）提供 

件  名 
災害時等における福祉避難所の設置運営に関する協定書の締結につ

いて 

（説明文） 

１ 目的（趣旨） 

災害時等において矢板市が協定締結者の運営する福祉施設内において、福祉避難

所を設置し、災害時要援護者等を当該避難所に避難させることにより、要援護者等

が避難生活を送ることができることを目的とし、必要な事項をあらかじめ取り決め

をする協定を締結します。 

協定の概要については、 

要援護者等の受入れ要請 

介助者の協力体制 

個人情報の保護 

管理運営 

設置管理運営の期間 

費用の負担 等 

定めのない事項及びこの協定の実施について疑義が生じた場合は、両者誠意をも

って協議し、決定するものとします。 

 

協定日時 平成２９年１０月２０日（金）午前１０時４５分から 

  場所 第一委員会室 

 

 

 

 

２ その他 

※提供資料の有無：有 

担当部・課・グループ 市民生活部危機対策班 

担  当  者  名 齋藤 昭宏 

電  話  番  号 ４３－１１１４ 内線電話番号 直通３２６ 

 



 

 

災害時等における福祉避難所の設

置運営に関する協定書 

 

 

 

 

平成２９年１０月 

 

矢  板  市 

医療法人社団 為王会 

医療法人社団 湘風会 

ニチイケアセンター矢板 

株式会社 ＴＬＣ 

有限会社 マイホームコリーナ 



災害時等における福祉避難所の設置運営に関する協定書 
 

 矢板市（以下「甲」という。）と  「法人名」 （以下「乙」という。）は、次の

とおり災害時等における福祉避難所の設置運営に関する協定を次のとおり締結する。 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、矢板市内に地震、風水害等による大規模災害が発生し、又は発

生する恐れのある場合に、乙の運営する福祉施設内において、福祉避難所を設置し、

災害時要支援者等を当該避難所に避難させることにより、要支援者等が避難生活を

送ることができることを目的とし、その必要事項を定めるものとする。 

（要支援者） 

第２条 この協定における避難援護の対象となる者（以下「要支援者等」という。）

は、福祉施設や医療機関に入所又は入院するに至らない在宅の要支援者等で、通常

の避難所では避難生活が困難で、特別の配慮を要する高齢者、障害者及びこれらに

準ずる者をいう。 

（避難所として利用できる施設） 

第３条 甲が福祉避難所として利用できる施設は、次の施設とする。 

所 在 地 施 設 名 

  

  

 

（要支援者等の受入れ要請） 

第４条 甲は、矢板市内に地震、風水害等による大規模災害が発生し、又は発生する

恐れのある場合に、乙に使用要請を行う。甲は福祉避難所での避難生活が必要であ

ると判断した要支援者等を紹介し、乙は甲からの要請に対し可能な限り協力し受け

入れるものとする。この場合において、要支援者等は、当該要支援者等を介助する

者、又は、甲が福祉避難所へ避難させるものとする。受け入れ可能人数については、

その都度状況を考慮し、乙が甲に連絡することとする。 

（参考：要支援者４㎡、介助者２㎡） 

 

 

 



（介助者の協力体制） 

第５条 要支援者を乙が受け入れる際は、家族などの介助を行う者も同行するものと

する。それでも福祉避難所の介助員等に不足が生じると判断した時は、速やかに甲

に連絡しなければならない。この場合において、甲は、乙に対し、協力可能な他法

人に協力要請を仰ぐなどして、不足する介助員等を派遣するなど、協力要請に応え

るものとする。 

（個人情報の保護） 

第６条 甲及び乙及び介助員等は、福祉避難所の管理運営に当たり業務上知り得た要

支援者等又は家族等の固有の情報を漏らしてはならない。また、要支援者の情報に

ついては、乙において介助者に確認する。 

（管理運営） 

第７条 乙は、福祉避難所の設置運営にあっては、第９条第１項に掲げる費用等に関

する請求書（別記様式）を作成し、これを甲に提出するとともに、次に掲げる業務

を履行するものとする。 

 (1) 要支援者等への相談等に応じる介助員等の配置及び福祉避難所に避難した要

支援者等の日常生活上の支援 

(2) 要支援者等の状況の急変等に対応できる体制の確保 

 (3) 福祉避難所の設置運営の実績及び要した費用に係る請求（第９条第１項第３号

に掲げるものについては領収書を添付すること。） 

（設置管理運営の期間） 

第８条 この協定における福祉避難所の設置管理運営の期間は、災害が発生、又は発

生する恐れのあると判断された時から、指定避難場所等が閉鎖するまでの期間とす

る。なお、期間が長期化する場合は、７日間ごとに乙は甲に状況を報告するものと

する。 

（費用の負担） 

第９条 甲は、乙に対し、福祉避難所の管理運営に要した費用であって、次に掲げる

ものについて支払うものとする。 

 (1) 介助員等に要した経費（夜勤、宿直等に要した費用を含む。） 

 (2) 要支援者等に要した食費及び光熱水費 

(3) オムツ代等の乙が直接支払を行ったものに要した費用 

(4) その他福祉避難所を運営に必要な費用については、甲と乙が誠意をもって協議 

 し、甲が支払うものとする。 



（連絡責任者） 

第１０条 本事項の伝達を円滑に行うため、甲乙双方の連絡先及び連絡責任者・担当

者を別途定めるものとする。なお、本協定の有効期間中に内容に変更が生じた場合

は、速やかに相手先に報告するものとする。 

（運用） 

第１１条 甲及び乙は、本協定が円滑に運用されるよう平素から定期的な情報の交換

や相互連携を図るものとする。また、甲は広報活動を行い、指定された福祉避難所

を市民に周知させることとする。 

（履行義務の免除） 

第１２条 乙が被災し受け入れが困難な場合、甲乙協議の上、乙の履行義務を免除す

ることができるものとする。 

（協定の有効期間） 

第１３条 この協定の期間は、締結の日から適用し、平成３０年３月３１日までとす 

る。ただし、期間満了の２ケ月前までに、甲、乙いずれかから更新しない旨の申立 

がない限り、毎年度自動更新されるものとする。 

（協議事項） 

第１４条 この協定に定めがない事項及びこの協定の実施について疑義が生じた場 

合は、その都度甲と乙が誠意をもって協議し、決定するものとする。 

 

この協定の成立を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各１通を保

有する。 

 

平成  年  月  日 

 

甲 所  在  地  矢板市本町５番４号 

  名    称  矢板市 

              代表者職氏名  矢板市長  

 

 

乙 所  在  地   

名    称   

              代表者職氏名 



NO 法人名 事業者名 サービス区分 収容可能人員（人）

介護老人保健施設　アゼリアホーム 介護老人保健施設 10

ケアプラザ矢板 10

1 かさね 介護老人保健施設

2 かさね 短期入所生活介護

3 ケアコートかさね サービス付き高齢者向け住宅

4 かさね生活（いきいき）館 通所リハビリテーション

やわらぎ 小規模多機能型居宅介護 3

ほほえみ 認知症対応型共同生活介護 2

3 有限会社 マイホームコリーナ グループホーム来夢 認知症対応型共同生活介護 4

片岡ケアステージとちの木 通所介護 10

さざんかの家 短期入所生活介護 15

小規模多機能型居宅介護施設 あかとんぼ 小規模多機能型居宅介護 5

グループホーム ヴィエント 認知症対応型共同生活介護 5

小規模多機能型居宅介護施設 たちばな 小規模多機能型居宅介護 5

グループホーム フロール 認知症対応型共同生活介護 8

たちばなとフロールの共用部 14

小規模多機能型居宅介護施設 こもれび 小規模多機能型居宅介護 5

グループホーム ラパス 認知症対応型共同生活介護 7

計 103

ニチイケアセンター矢板

13

4

5

6

7

8

福祉避難所指定協力事業所

9

11

10

12

5 医療法人社団 湘風会

№

1

2

3

1 医療法人社団 為王会

4 株式会社 TLC

2
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平成２９年１０月２０日（金）提供 

件  名 緊急地震速報訓練の実施について 

（説明文） 

１ 目的（趣旨） 

自然災害や武力攻撃などの発生に備え、防災行政無線をつうじた情報伝達訓練

を行います。 

２ 日時 

  平成２９年１１月１日（水）午前１０時００分頃 

３ 内容 

  この訓練は、消防庁から、全国瞬時警報システム「J アラート」を用いた訓練

報を、全ての都道府県及び市町村に配信するので、市民の方々にも聞いていただ

き、身を守る行動をとるなど、より実践的な訓練をしていただけるよう、呼び掛

けるよう依頼がありました。 

市民の皆様には、放送が聞こえた場合、シェイクアウト訓練を行ってくださる

よう、少し早かったのですが、１０月２日に市内全域、別添チラシを全班回覧さ

せていただきました。 

当市役所でも、放送が聞こえた場合は、業務中ではございますが、シェイクア

ウト訓練を実施する予定です。 

今後も国や県、関係機関等と連携を密にしながら、市民の安全を第一に適切に

対応して参ります。 

 

 

 

４ その他 

※提供資料の有無：有 

担当課・グループ くらし安全環境課 危機対策班 

担  当  者  名 危機対策班 齋藤 昭宏 

電  話  番  号 0287-43-1114 内線電話番号 327 

 



自然災害や武力攻撃などの発生時に備え、防災行政無線

をつうじた情報伝達訓練を行います。 

この訓練は、全国瞬時警報システム（J-アラート）を用い

た訓練で、全国で一斉に行われるものです。 
市民の皆様には、放送が聞こえた場合、シェイクアウト

訓練※１を行ってくださるようお願いいたします。 

 

なお、本訓練についてメール配信は行いません。 

※防災行政無線で放送された内容は、放送から 24 時間後ま

で、☎（43）5151 にてご確認いただけます。

緊急地震速報訓練を実施します

訓練実施日時 平成 29 年 11 月 1 日（水） 
午前 10 時 00 分頃 

放 送 内 容

（上りチャイム） 

「これはテストです。これはテストです。これ
はテストです。こちらはぼうさいやいたです」 

（下りチャイム）

※１ シェイクアウト訓練

アメリカ合衆国で始まった地震防災訓練で「姿勢を低く、頭を守り、

動かない」という三つの行動を１分間行います。

お問い合わせ くらし安全環境課 危機対策班☎（43）1114
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  平成２９年１０月２０日（金）提供 

件  名 第１回矢板市消防まつりの開催について 

（説明文） 

１ 目的（趣旨） 

 安全・安心な地域づくりと消防団への関心と理解を深めてもらえるようＰＲ 

し、入団を促進することを目的とする。 

２ 日時 

 平成２９年１１月５日（日）  

第１部（１１時～１３時）駐車場東側にて体験コーナー 

第２部（１３時～１６時）文化会館大ホールにて多彩なイベント 

３ 場所 

矢板市文化会館及び駐車場 

４ 内容 

〇体験コーナー 

・消防車両に乗ってみよう

・水消火器を使ってみよう

・消防士になって記念撮影

・非常食を試食してみよう

〇文化会館 

・シェイクアウト訓練

・チャリティージャズライブ 堀秀彰 “Ｊａｚｚ Ａｒｒｏｗｓ ”

・東日本大震災から学ぶ 講師 武田文子

・市民の安全と安心を守る 講師 神永篤志

５ 共催  矢板消防署、矢板市消防団、ＮＰＯ法人風車、安沢ほほえみ会 

６ その他 

※提供資料の有無：有

担当部・課・グループ 市民生活部危機対策班 

担  当  者  名 石塚 俊彦 

電  話  番  号 ４３－１１１４ 内線電話番号 直通３２６ 



.

11月5日(日)

矢板市文化会館大ホール

入場無料

消防車両に乗ってみよう

水消火器を使ってみよう

消防士になって記念撮影

非常食を試食してみよう

13：00～ 開会式（シェイクアウト訓練）

13：15～ チャリティージャズライブ 堀秀彰“Jazz Arrows”

14：20～ 東日本大震災から学ぶ 講師 武田文子

15：00～ 市民の安全と安心を守る 講師 神永篤志

15：40～ 閉会式

主催：矢 板 市

後援：矢板市教育委員会・矢板市社会福祉協議会・下野新聞社
共催：矢板消防署・矢板市消防団・NPO法人風車・安沢ほほえみ会
（駐車場は、市役所をご利用くださいますようお願いいたします。）

体 験 コ ― ナ ―

11:00～16:00

～防災を学ぼう！～

鹿沼市ベリーちゃん東松島市おのくん

矢板市消防まつり
第１回

友だちも
来るナリ♪

11:00～13:00（駐車場東側）

文化会館12:30開場

ポッコちゃん・ポッポちゃん
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平成２９年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 たかはら山麓水街道 日帰りバスツアーの開催について 

栃木県では、地域のおいしい「食」をテーマにその地域の景観や歴史、文化などと結び

付け、「とちぎ食の回廊」として全国に発信しており、塩谷地域（矢板市、さくら市、塩

谷町、高根沢町）は、県内１０ある街道のうち、「たかはら山麓水街道」として「水」の

魅力を打ち出した街道を構成しています。 

街道の魅力を県内外に広くＰＲするため、今年も街道内の旬なスポットをめぐる日帰り

バスツアーを次のとおり開催します。 

１．日  時  平成２９年１１月１９日（日）８：００～ 

２．場  所  矢板市、塩谷町 

３．内  容  尚仁沢（ウォーキング）、星降る学校くまの木（昼食・校内散策）、 

加藤農園（りんご狩り）、道の駅やいた（お買いもの） 

４．参 加 費  ３，０００円／名 

５．募集人数  ４０名 

６．備  考  募集用チラシ添付 

担当部・課・グループ 農林課 整備振興担当 

担  当  者  名 長島 めぐみ 

電  話  番  号 ４３－６２１０ 内線電話番号 ４１２ 





記者発表資料 

平成２９年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 道の駅やいた １１月イベントについて 

１ さんまプレゼント（東日本大震災復興企画） 

  道の駅やいたにて 1,000 円以上お買い上げのお客様にチケットを１枚進呈致

します。※サンマ漁の終了及び漁獲量により変更する場合がございます。 

（さんまのつかみ取りの際は、ピンポン玉をつかんで取った個数分さんまを差し

上げます。） 

日 時  平成２９年１１月３日（金・祝） ９時００分～ 

※商品が無くなり次第終了

場 所  道の駅やいた特設会場 

２ きのこプレゼント 

道の駅やいたにて1,000円以上お買い上げのお客様にチケットを1枚進呈いた

します。 

日 時 平成２９年１１月２３日（木・祝） ９時００分～ 

※商品がなくなり次第終了

場 所 道の駅やいた 農産物直売所前軒下 

３ 木工教室（プランタを作ろう） 

秋の花を彩るためにプランタを作成しませんか！ 

日 時  平成２９年１１月１９日（日）１０時００分～１２時００分 

場 所  道の駅やいた エコモデルハウス 

対 象  小学生～一般 

募集人数 １０名程度 ※先着順、定員になり次第受付終了

参加費  ひとり８００円（材料費、保険、ｿﾌﾄｸﾘｰﾑ代含む） 

保護者２００円（保険、ｿﾌﾄｸﾘｰﾑ代） 

問合せ先 道の駅やいたｴｺﾓﾃﾞﾙﾊｳｽ管理事務所 ４０-０６６１ 

１１月休業日 

農産物直売所・つつじ亭 … １１月８日（水）、 ２２日（水） 

エコモデルハウス    … 毎週水曜日 

駐車場、トイレは 24 時間利用可 

担当課・グループ 農林課 

担  当 者  名 矢板 寿江 

電  話 番  号 ４３-６２１０ 内線電話番号 ４０９ 



記者発表資料 

平成２９年１０月２０日（木）発表・提供 

件  名 ふるさと便（１２月お歳暮便）について 

 農産物等の消費拡大と農業振興を目的に、地元の生産農家が栽培した矢板市の採

れたて新鮮野菜と、認定農業者が愛情を込めて生産した「矢板たかはら米」を全国

にお届けいたします。今回は、冬野菜を中心とした「お歳暮便」、「高校生コラボ便」

を下記のとおり実施いたします。 

記 

１ 発 送 数  限定４００口 

２ 受   付 平成２９年１１月１日（水）から１１月２１日（火） 

３ 発 送 日  平成２９年１２月７日（木） 

４ 種   類 

1) 野菜便 Ｍサイズ ３，８００円  Ｌサイズ ５，３００円 

2) すきやき便 ５，３００円 

3) 豚しゃぶ便 ５，３００円 

4) お雑煮便  ３，８００円 

5) 高校生コラボ便（限定３０口）３，３００円

6) 自然薯便   ３，８００円 

7) 米便

７㎏ ３，５００円、１１㎏ ５，０００円、１５㎏ ６，７００円

５ 申 込 み 農林課・農業公社・道の駅やいたにある申込書に代金を添えて 

お申し込みください。（ＦＡＸ、ＨＰ可） 

（FAX 0287-43-2651・HP ｱﾄﾞﾚｽ http://www.yaita-nougyoukousya.jp/） 

６ そ の 他 農作物の生育や天候により、発送日・品目が変更になる場合もあり 

ますので、ご了承ください。 

７ 問 合 せ  矢板市ふるさと便推進協議会（矢板市農業公社内 ℡0287-43-2650） 

担 当 課 ・ グ ル ー プ 農林課 整備振興担当 

担  当  者  名 長島めぐみ 

電  話  番  号 ４３－６２１０ 内線電話番号 ４１２ 



①矢板たかはら米 1kg ⑦いちご

②味噌（400ｇ） ⑧ミニトマト

③生しいたけ ⑨さといも

④りんご（ふじ） ⑩白餅（5枚）

⑤ねぎ ⑪高原たまご（6個）

⑥春菊

①矢板たかはら米 3kg ⑧ミニトマト

②味噌（400ｇ） ⑨白餅（5枚）

③生しいたけ ⑩さといも

④りんご（ふじ） ⑪純米酒（300ml）

⑤ねぎ ⑫自然薯

⑥春菊 ⑬高原たまご（６個）

⑦いちご

①とちぎ和牛（400g） ④ねぎ

②矢板たかはら米 1kg ⑤春菊

③生しいたけ ⑥高原たまご（6個）

①和豚もちぶた（ﾛｰｽ1kg）⑤春菊

②矢板たかはら米 1kg ⑥みつば

③生しいたけ ⑦ミニトマト

④ねぎ ⑧高原たまご（6個）

矢板市産自然薯 約１．３kg ① ７kg ３,５00円 ③１５kg 6,７00円
② １１kg ５,０00円

①りんご（ふじ） ④あっぷるカレー

②とまと ⑤３色チーズ

③米 ２㎏ ⑥高原たまご（6個）

【お申込み・お問い合わせ】

矢板市ふるさと便推進協議会事務局

（公財）矢板市農業公社内

〒329-2165 矢板市矢板165-3
TEL 0287-43-2650  FAX 0287-43-2651

HP yaita-nougyoukousya.jp

受付時間：土･日･祝日を除く8:30～17:00

①白餅（15枚） ⑥みつば

②豆餅（10枚） ⑦大根

③ねぎ ⑧さといも

④生しいたけ ⑨３色チーズ

⑤春菊 ⑩高原たまご（6個）

矢板高等学校の生徒達が育てた

「りんご・とまと・お米」です♪

限定

４００口

※宅配便の値上げに伴い、商品価格

の改定をさせていただきました。

何卒ご了承ください。

※「つつじの郷やいた商品券」は

ご使用になれません。

※送料込み（北海道・四国・九州への発送は別途３００円かかります。

沖縄への発送は、別途１,５００円かかります）

※「矢板市農林課」「農業公社」「道の駅やいた」にある「申込書」

に代金を添えてお申込みください。FAX、ホームページからの

申込みも可能です。

※天候により品目が多少変更になる場合がございます。ご了承ください。

お持ち帰りの場合

「いちご」と「りんご」

をプレゼント♪

（限定数になり次第締め切り）

限定

３０口



記者発表資料

  平成２９年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 「やいたブランドフェア」開催について 

目 的 

  現在７３品目が認証されている「やいたブランド」。 

今回、商工会が主催となり販売会及び試食・試飲・展示会を開催すること 

により地域活性化と市のイメージアップ向上に繋げる。 

日 時 

平成 29年 10月 28日（土）～29日（日） 

両日ともに 10時～15時  

内  容

17業者、37品目が出店します。

  試食：あっぷるカレー・八方の月・りんご  など

  試飲：森戸酒造・富川酒造・りんごジュースなど

※試食試飲は無くなり次第終了です。

  その他、「たかはら米（2合）」配布。（各日１００名 先着順）や 

「抽選会」も実施いたします。 

問い合わせ 矢板市商工会  電話 0287-43-0272 

以 上 

担当課・グループ 商工観光課 

担  当  者  名 山中 光男 

電  話  番  号 43-6211 内線電話番号 422 



記者発表資料 

平成２９年１０月２０日（木）発表・提供 

件  名 「かたおか軽トラ市」の開催について 

（説明文）軽トラックの荷台を利用し、野菜や果物、加工品・手造り品等なん

でも販売する市です。通りを歩行者天国にして開催します。 

今回で通算１１回目、片岡では２回目。出店数は７０台程度。 

１ 期日  平成２９年１１月５日（日） 

２ 場所  ＪＲ片岡駅西口～西通り 

３ 時間  午前１０時～午後３時 

交通規制時間帯は午前９時～午後４時 

４ 内容  バンド演奏などのステージイベント、豪華賞品の当たるスタンプ

ラリー、苗木配布会など。

今回は、自転車のまちづくりの一環として、お試しロードバイク

「YA-cle～ヤックル」（ヤイタ＋サイクル＝ヤックル）を実施予定。 

料金は無料。 

※提供資料の有無： 有 ・ 無 

担当部・課・グループ 商工観光課 観光ｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ担当 

担  当  者  名 今津 崇人 

電  話  番  号 0287-43-6211 内線電話番号 423 



記者発表資料 

平成２９年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 「駅からハイキング」の実施について 

（説明文） 源実朝氏の側近で和歌の名士「塩谷朝業」氏のゆかりの地を廻り和歌

の心に触れ、美しい山景を望みながら散策します。 

１ 期  日  平成２９年１１月１０日～１２日（金～日） 雨天決行 

２ 受  付  場所：ＪＲ矢板駅西口 

時間：９時３０分～１１時 

３ 主  催  ＪＲ東日本大宮支社、矢板市 

協力：矢板市観光協会、矢板市農業公社 

４ コ ー ス  矢板駅⇒木幡神社⇒川崎城跡⇒長興寺⇒城の湯温泉センター⇒ 

道の駅やいた⇒矢板駅 

（歩行距離：約９．５ｋｍ、 

歩行時間（施設見学時間等を含む）：約３時間３０分） 

５ 募集定員  ５００人 

６ 参 加 費  無料 

７ 参加者特典  ・矢板市産お米のプレゼント（２合）

  （おもてなし） ・城の湯温泉センターの割引券プレゼント

・ボランティアガイドによる文化財の解説

８ 申込期限   当日受付のみ 

９ 申 込 先  駅からハイキング事務局 ０３－５７１９－３７７７ 

コース番号 ０４１７０２２

１０ 備 考  

担当部・課・グループ 商工観光課 観光ｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ担当 

担  当  者  名 主事 今津 崇人 

電  話  番  号 0287-43-6211 内線電話番号 424 



記者発表資料 

平成２９年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 お試しロードバイク「YA-cle～ヤックル」の実施について 

 自転車のまちづくりの一環として、ロードバイクに試しに乗ってみたいという方

向けに、地域おこし協力隊が購入した自転車を、イベントやレンタサイクル等で利

用していきます。（ヤックル＝ヤイタ＋サイクル） 

１ 自転車の種類、サイズ等 

① ロードバイク（主に男性用）

FELT FR50 2017 サイズ：51  適応身長：160cm～175cm 

② ロードバイク（主に女性用）

FELT FR60W 2018 サイズ：43  適応身長：145cm～155cm 

２ 使用例 

（１） イベントでの利用

試乗会、映像アプリと連動した模擬サイクリング、チャリ整え会や夜のロ

ーラー会での貸出など 

（２） レンタサイクル

料金や貸出し方法等は今後検討

３ その他 

「かたおか軽トラ市」で、試し乗りができるブースを設置する。 

日時 １１月５日（日） １０：００～１５：００ 

場所 JR 片岡駅西口 

担当課・グループ 矢板市商工観光課 観光ｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ担当 

担  当  者  名 高瀬 智明 

電  話  番  号 0287-43-6211 内線電話番号 423 



 

記者発表資料 

                   

平成２９年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 
自転車レース「Yaita カップ～塩田ミニタイムトライアル」の開催

について 

 Yaita カップは、自転車の草レースとして、過去２回、寺山ヒルクライムコース

で開催しました。第３回となる今回は、塩田ダムの周回コースを利用したタイムト

ライアルを実施します。（詳しくは別紙のとおり） 

 

１ 日時  １２月３日（日） ８：３０～９：３０ 受付 

               １０：００～ スタート 

               １３：００  終了 

２ 場所  塩田ダム周回コース（１周１．６ｋｍ） 

３ カテゴリー ビギナークラス（２周 ３．２ｋｍ） 

        チャレンジクラス（４周 ６．４ｋｍ） 

        タイムフィットレース（１周 １．６ｋｍ）・・・ビギナークラ

ス、チャレンジクラス出場者のみ参加可 

４ 参加資格  中学生以上の健康な男女 

５ 参加料   各クラス１，５００円（タイムフィットレースは無料） 

６ 申し込み  メール（nagashima.yaita.city@gmail.com）でお名前、連絡先、

参加カテゴリーをお送りいただくか、「栃木県矢板市地域おこし

協力隊」Facebook のイベントページからお申込みください。 

担当課・グループ 矢板市商工観光課 観光ｽﾎﾟｰﾂﾂｰﾘｽﾞﾑ担当 

担  当  者  名 高瀬 智明 

電  話  番  号 0287-43-6211 内線電話番号 423 

 

mailto:nagashima.yaita.city@gmail.com


Yaita カップ ～塩田ミニタイムトライアル～ 

開催日 １２月 ３日（日） 

集合場所 塩田ダム（矢板市塩田１１９１－２２付近） 

募集人数 ビギナークラス ２０名 チャレンジクラス ２０名 

タイムフィットレース 参加希望の方 

参加料(保険代込) 各クラス：１５００円 タイムフィットレース：無料 

タイムトライアル概要 コース  塩田ダム周回コース 

距離   全長約１，6ｋｍ(１周) 

参加資格 中学生以上の健康な男女 

カテゴリー ビギナークラス 距離 ３.２㎞ 周回数 ２周 

チャレンジクラス 距離 ６.４㎞ 周回数 ４周 

タイムフィットレース  距離 １.６㎞ 周回数 １周 

当日のスケジュール ０８：３０～ 

０９：３０   参加者受付 

０９：００  交通規制開始 

０９：０５～ 

０９：３０ コース試走 

０９：４０  ライダースミーティング

１０：００～  ビギナークラススタート 

１０：３０～  チャレンジクラススタート

１１：１５～  タイムトライアル終了

１１：３０  タイムフィットレース

１２：１５ タイムフィットレース終了

１２：３０  表彰式＆抽選会 

１３：００ イベント終了

※タイムスケジュールに関しては、変更になる可能性があり

ます。

表彰 ビギナークラス、チャレンジクラスは男性３位までの方、女

性１位の方を表彰、副賞を贈呈。チャレンジクラストップタ

イムの方には YAITA カップを贈呈。

特別賞として１周のタイムが一番速い方にベストラップ賞、

副賞を贈呈。 

タイムフィットレースは設定タイムに一番近いタイムでゴ

ールした方を表彰、副賞を贈呈。 



レース規則及び注意事項 ※必読 

<コースについて> 

・９：００から交通規制が開始します。交通規制が開始されますとコース内は侵入禁止にな

ります。車でお越しの方は必ず９：００までに会場にお越しください。

・キープレフトを順守でお願いします。先行している選手を抜く際は必ず声掛けをしてくだ

さい。 

・コースの一部区間、路面が滑りやすくなっている箇所があります。各自、十分気を付けて

走行してください。

<レースについて> 

・本レースは、計測チップ等の機材は使用しませんのでご了承ください。

・雨天、降雪の場合、途中天候不良が予想される場合、路面凍結でコースが使用不可と判断

された場合、レースを中止にすることがあります。

・ライダースミーティングを行います。参加者の方は必ず９:４０までにメイン会場にお集

まりください。

・参加者の方はコース試走時間に必ず試走を行ってください。

<自転車及び着用物について> 

・参加者が使用できる自転車は、フリー式とし、前後ブレーキは完全なものとします。

・走行中はヘルメットを必ず着用し、グローブについては着用を推奨しています。

・次にあげるハンドルは使用できません。※タイムトライアルでは使用可

DH バー、ブルホーンバー、デルタバー、クリップオンバー、スピナッチバー、エンド

バー、アタッチメント方式で取り付ける補助バー、１本足スタンド 

・検車は行いません。各自の責任で事前に行いください。

<参加者・第三者の負傷・損害> 

YAITA カップ参加中に起きました「ご自身の怪我」「自転車の破損、盗難」「その他持参品

の破損、盗難」「第三者への損害、怪我」についきまして、当主催者は一切責任を負いかね

ますのでご了承ください。 

<問い合わせ先> 

ご不明な点がありましたらご連絡ください。メールでも受付可能です。 

Emailːnagashima.yaita.city@gmail.com 



記者発表資料 

  平成 29年 10月 20日（金）発表・提供 

件  名 １１月３日開催の各種イベントについて 

本市では、１１月１日を「市民の日」として定め、１１月３日に多くのイベント

を同時開催しており、各イベントが市役所周辺で行われることから、多種多様な催

しを一度に楽しむことができます。 

お子さまからご高齢の方まで楽しめるイベントが盛りだくさんですので、ご家族

そろってお出かけください。 

１ イベント名 

①第 40回「矢板市福祉まつり」

②平成 29年度「健康まつり」

③第 9回「秋祭りを楽しもう」

④第 50回「矢板市文化祭」

⑤平成 29年度「図書館まつり」

２ 日時 

①② 11月 3日（金・祝）午前 10時～午後 2時

③ 11月 3日（金・祝）午前 10時～午後 2時 30分

④〈作品展・盆栽展〉

11月 1日（水）～3日（金・祝）午前 9時～午後 4時 

 ＊3日のみ午後 3時まで 

  〈芸能発表会〉11月 3日（金・祝）午前 9時開場 9時 30分開演 

⑤ 11月 3日（金・祝）＊時間はイベント内容を参照

３ 会場 

①市役所駐車場及び市体育館

②市体育館（雨天時は保健福祉センター内）

③市生涯学習館駐車場及び文化会館小ホール前広場

④市生涯学習館体育室及びロビー、文化会館大ホール及びロビー、矢板公民館

⑤市図書館



４ イベント内容 

①ステージイベント

・かしわ幼稚園児による和太鼓演奏、泉中生徒の書道パフォーマンス等

警察車両展示・体験コーナー・バザー・模擬店 

②からだの測定コーナー

・身長、体重、体組成、骨密度測定、健康相談、お薬相談

矢板市健康づくりみどりの会コーナー 

・パネル展示、パンフレット等配布

国民健康保険・後期高齢者医療コーナー 

・パンフレット等配布

③アトラクション

・ちゅーりっぷ保育園のわんぱく太鼓、野州轟一番太鼓による演奏

・お囃子演奏と体験会（矢板二区万お囃子会、矢板四区お囃子保存会）

・ダンス発表（りんごの木）

・お菓子まき（小学生以下対象）

体験活動 

・昔遊び（竹とんぼ・ベーゴマ・お手玉・コマ回し）、ぶんぶんゴマ、もちつ

き体験、らくやきなど

模擬店 

・炭火焼サンマ、けんちんうどん、水ヨーヨー釣り、つきたてもち、フランク

フルト、ジュースなど

④作品展（書道、絵画、写真、手工芸、文芸等）、盆栽展、

芸能発表会（吟詠、剣詩舞、民謡、舞踊、音楽）

⑤本のリサイクル市 午前 9時～なくなり次第終了

人形劇 午後 1時～2時（12時 30分開場）

５ 主催、問い合わせ 

①（社福）矢板市社会福祉協議会 担当／江面、佐川 ℡0287(44)3000

②矢板市 担当／健康増進課 小森 ℡0287(43)1118

③「秋祭りを楽しもう」実行委員会 担当／生涯学習課 関 ℡0287(43)6218

④矢板市、矢板市教育委員会、矢板市文化協会 担当／生涯学習課 平山

℡0287(43)6218 

⑤矢板市教育委員会、図書館 ℡0287(43)5661



チラシ・フライヤーテンプレート 

A4（210mm × 297mm ) 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲

●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 

●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★

「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲でダブルクリック）より

色つきのガイド線を消してから変換してください

主催（社福）矢板市社会福祉協議会 
〒329-2161 矢板市扇町 2-4-19 きずな館 

電話：44-3000 

会場：矢板市役所周辺 

 

本部受付にて無料で抽選券を 

13 時まで配布します！ 

13 時 40 分からステージ前で 

当選者を発表します！ 

抽選で 30 名に 

景品が当たります！ 

お楽しみ抽選会  模擬店 
カレーライス・わたあめ

すいとん・ポップコーン

焼きそば・甘酒・うどん

とん汁・フランクフルト

 イベント・体験

園児による演奏発表 

泉中アトラクション 

白バイ・パトカー展示 



主催 矢板市

協力 国民健康保険団体連合会 矢板市健康づくりみどりの会

11/3日
場所 矢板市体育館

からだの測定コーナー

健康づくりみどりの会コーナー

国保・後期高齢者医療コーナー

・パネル展示

・パンフレット等配布

・身長、体重、体組成測定

・骨密度測定（先着100名）

・パンフレット等配布

祝

平成29年度 矢板市

10:00

～14:00

※雨天時は保健福祉センター

保健師による健康相談

薬剤師によるお薬相談



【開催日時】 

平成２９年１１月３日（祝・金） 

１０時００分開始 

＊雨天決行（荒天時中止） 

【会場】 

生涯学習館前駐車場 

文化会館小ホール前広場 

主 催 「秋祭りを楽しもう」実行委員会 

共 催 ちびっこ広場実行委員会 

男女共同参画啓発活動団体“グループあい” 

矢板市子ども会連合会  矢板市婦人会 

ふるさと創年大学 創年大学ぶらぶらクラブ 

後 援 矢板市教育委員会 

協 力 ワーカーズコープりんごの木

問い合わせ先 

「秋祭りを楽しもう」実行委員会 

矢板市教育委員会生涯学習課内 

〒329-2165 矢板市矢板 106 番地 2 

Tel  43-6218    Fax 43-4436 

E-mail

syougaigakusyuka@city.yaita.tochigi.jp

 

模擬店 

☆けんちんうどん

☆駄菓子 ☆もち

☆フランクフルト

☆水ヨーヨー釣り

体験活動 

 
 

「矢板市文化祭」・「矢板地区

子ども会まつり」も同時開催！ 

ほかにもいろいろなアトラク

ションや模擬店があります。

是非みんなで参加してね。

☆ふれあいカード

対象イベント！☆竹とんぼ作り

☆ぶんぶんゴマつくり

☆昔の遊び体験

（べーごま・お手玉・こま回し）

☆もちつき体験

☆らくやき

アトラクション（メインステージ） 

○ちゅーりっぷ保育園

（わんぱく太鼓）

○りんごの木(ダンス)

○矢板二区万お囃子会

矢板第四区お囃子保存会

○野州轟一番太鼓

★お菓子まき★

消防車の展示や消防体験活動もあるよ。 

毎年恒例！ 

売り切れ御免 

矢板市青少年育成市民会議より、生涯学習課でプレゼントと交換済み

のふれあいカードと図書カードを交換します。（当日 10:30～12:30

のみ 先着５０名：一人１枚まで） 
場所：文化会館前広場  問い合わせ：市民会議・斎藤（090-3476-9675） 

参加対象：中学生以下 

１回目：12:30～ 

２回目：14:15～ 
仕入れ状況によって産地等が

異なる場合もございます 

「

東北復興支援」 

大船渡直送  

生さんま炭火焼 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPdD8irhRWnz8AnBodOfx7/SIG=120c4p9o8/EXP=1444282274/**http:/kids.wanpug.com/illust/illust4097.png
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPdD2gshRWwAQAvz0dOfx7/SIG=1326rpigh/EXP=1444283424/**http:/jice.homemate.co.jp/isc/useful/12717_tour_020/img/12717_tour_020_03.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPdD6FrxRWBxIAjR4dOfx7/SIG=129svl0ht/EXP=1444282629/**http:/cdn.amanaimages.com/preview640/11002026613.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPdDkcsxRWKGIA1gkdOfx7/SIG=12kj2dde5/EXP=1444283548/**http:/www.chitanet.or.jp/users/10010915/002/takezaiku/tonbo.gif
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPdCX6sBRWB0kA2igdOfx7/SIG=12i8mfcbd/EXP=1444283002/**http:/www.geocities.jp/jalpsjp/wordaico/image/maturidaiko.gif
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1475886317/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3Bkcy5leGJsb2cuanAvcGRzLzEvMjAxMDA3LzA4LzQ1L2QwMDk0MjQ1XzIxNzQzMjAuZ2lm/RS=^ADBKEeNtuZfpmmOTdyvEtfcsVCC_tI-;_ylt=A2RCKw5s6_ZXhBgAvxeU3uV7
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1475886393/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3RhdGUtY29vay51cC5uLnNlZXNhYS5uZXQvdGF0ZS1jb29rL2ltYWdlL0U4QjE5QUU2QjE4MUUzODA4MEUzODJBNEUzODNBOUUzODJCOUUzODM4OC5wbmc_ZD1hMTQ-/RS=^ADBym95pLRZDAqferFugnyA8eqOU3o-;_ylt=A2RCAwq46_ZXn1cAcB.U3uV7
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1475886188/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5mcmVlc296YWkub3JnL3ByaW50LXN1bW1lci9pbGx1c3V0L2ltZy95b3lvNi5wbmc-/RS=^ADBKcXrhqOQEE.E4TEQuPJ8OzFXCdQ-;_ylt=A2RCKwrr6vZXXlUAUDmU3uV7
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1475884252/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovLzEuYnAuYmxvZ3Nwb3QuY29tLy1XQTNOMVROOHZLZy9VVS0tNWx0aTRQSS9BQUFBQUFBQU9fby84MldVV08tdEszQS9zMTYwMC9ub3JpbW9ub19zeW91Ym91c3lhLnBuZw--/RS=^ADBrN1IKDXAuxLHvmGuVflZnJjEmD4-;_ylt=A2RCKwtb4_ZXSxoAI2OU3uV7
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPdDyIrRRWg3wAcDAdOfx7/SIG=12fgkiei7/EXP=1444282120/**http:/taiyou-ynj.com/wp-content/uploads/2013/11/sanma1.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvW2II_hVWzhsAYFMdOfx7/SIG=1223m2lid/EXP=1444368264/**http:/illpop.com/img_illust/food/fish_a19.png




記者発表資料 

                   

平成２９年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 山田ミヤコタナゴ生息池の生息状況調査の実施について 

 国指定天然記念物のミヤコタナゴの生息池において、生息状況調査を実施しま

す。 

 

１ 日時  平成２９年１０月２４日（火） 午前９時から     

  ※雨天時は１０月２６日（木）に延期します。 

 

２ 場所  山田地区ミヤコタナゴ生息池 

  ※場所を特定されないよう、報道の際は上記の表現でお願いします。 

 

３ 主催  矢板市教育委員会、山田ミヤコタナゴ保存会 

 

４ 調査の趣旨 

  全生息物を調査し、年度ごとの生息物の変化を把握することを目的に、平成 

 １３年度から毎年１回実施している。 

 

５ 内容 

  池の水をすべて抜き、全生息物の種類及び数を調査する。調査に当たっては、

県水産試験場職員等の指導をいただき、行政区や泉小学校児童の協力を得る。生

息物の確認終了後は、天敵となる生き物以外の生息物を池に戻す。 

 

６ 参加者 

  山田ミヤコタナゴ保存会、市教育委員会、山田行政区、泉小学校児童・教諭 

 県自然環境課、県水産試験場、矢板森林管理事務所、環境生物化学研究所 

 

７ 備考 

平成２８年度のミヤコタナゴ生息数 ２７５匹（平成２７年度比３９匹減） 

担当課・グループ 矢板市教育委員会 生涯学習課 文化担当 

担  当  者  名 赤塚 由実 

電  話  番  号 0287-43-6218 内線電話番号 471 

 



 

記者発表資料 

                   

平成２９年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 
矢板市立郷土資料館市民作品展 

「第２３回写真集団四方山写真展」の開催について 

１ 目的（趣旨） 

郷土資料館の多目的ホールを活用し、市民のサークルや団体の作品を展示 

する市民作品展。今回は、昭和６１年１０月に結成し、現在７名の会員で 

活動している写真集団「四方山」の作品展を開催します。 

２ 場所 

   矢板市立郷土資料館 多目的ホール 

３ 主催 

   写真集団「四方山」（代表：矢野鐐三）（会員７名） 

４ 日時 

平成２９年１１月１１日（土）～１１月２６日（日） 

１０：００～１６：００ 

※１１月１３日（月）・２０日（月）は休館日。 

※作品展初日は１３時から開催。最終日の作品展観覧は１５時まで。 

５ 内容 

   市内外で撮影された風景写真など約４０点。 

     ※展示準備は１１月１１日（土）午前中を予定。 

６ 連絡先 

   矢板市立郷土資料館（旧上伊佐野小学校） 

 矢板市上伊佐野 761-2  TEL・FAX 0287-43-0423 

※提供資料の有無：有（裏面のとおり）・無 

担当課・グループ 矢板市教育委員会 生涯学習課 文化担当 

担  当  者  名 津野田 陽介 

電  話  番  号 0287-43-6218 内線電話番号 471 

 



 

記者発表資料 

 

                  平成２９年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 泉地区チャレンジ教室「英語で楽しく遊ぼう」の開催について 

     
外国人の先生たちの指導のもと、参加者全員により、たくさんの英語を取り入れた歌や

ゲームで自然に英語でふれあいながらの英語体験を実施します。 

 

１   対  象  市内の小学生 

            

２    日  時  平成２９年１１月１８日（土）午前１０時～（２時間程度） 

           

３  内  容  ・体を使ったアクティビティ（だるまさんが転んだの国際版など） 

         ・世界の料理（各講師が自国の伝統料理や食事情を紹介します。） 

         ・英語の歌を歌おう（体を動かしながら楽しく英語でリズムを刻む） 

         ・じゃんけん列車ゲーム 

・英語のクイズ  他 

 

４  定  員  ３０名（先着順） 

５  実施場所   泉公民館 集会室 

６  会   費   無料 

７  申込方法   電話での申し込み 

８  申 込 先   泉公民館   

９  申込期間  平成２９年１０月２日（月）～１１月８日（水）※定員に達し次第締め切り 

 

担当部・課・グループ 泉公民館 

担  当  者  名 野澤 和佳代 

電  話  番  号 ４３－０４０２ 内線電話番号 ― 

 



泉地区 チャレンジ教室 

（みんな集まれ！色々な国の人と友達になろう！） 

 

みんなで一緒に、たくさんの英語を取り入れた歌やゲームで自然に

英語にふれあおう！～外国人の先生が来るよ！～ 

 

  日  時：１１月１８日（土）午前１０時〜（2時間程度） 

 集合場所：泉公民館 集会室 

 対 象 者：市内小学校の児童（小学1年生～6年生） 

 内  容：☆体を使ったアクティビティ 

      ☆世界の料理（各講師が自国の伝統料理や食事情を 

紹介します！）       

☆英語の歌を歌おう（体を動かしながら楽しく英語 

          でリズムを刻みます。） 

      ☆じゃんけん列車ゲーム 

☆英語のクイズ   他 

       ※様々な状況で使える英会話をやさしい表現を使 

いながら、実践します。 

 定  員：３０名（先着順） 

持 ち 物：筆記用具・飲み物 

 申込方法：１１月８日（水）までに泉公民館へご連絡ください。 

 そ の 他：「ふれあいカード」にスタンプを押すことができます 

ので、希望する児童はカードを持って来てください。 

 

 

 矢板市泉公民館 

（月曜日・国民の祝日は休館） 

☎0287-43-0402 

 



 

記者発表資料 

                   

  平成２９年１０月２０日（金）発表・提供 

件  名 泉公民館芸能発表会について 

（説明文） 

泉公民館自主講座生（舞踊・カラオケ・詩吟）の日頃の活動の成果を地域の人た

ちに披露し、楽しんでもらうために泉公民館芸能発表会を開催します。 

１ 日  時 平成２９年１１月１９日(日) １０：００～１２：００ 

２ 場  所  泉公民館 集会室 

      ※１階のため、車椅子のまま入場いただけます 

３ 参加自主  舞踊:松川流泉会 

講 座 名 カラオケ：泉カラオケ会 

         詩吟：竜真流矢板教室 

４ 費  用  入場無料 

５ 申  込 不要 

６ 問い合わせ 泉公民館 月曜・祝日休館 ☎（43）0402 

 

 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担当課・グループ 泉公民館 

担  当  者  名 野澤 和佳代 

電  話  番  号 0287-43-0402 内線電話番号  
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